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アポリネールと文学批評(1)
一―雑誌二θル s′J“グ挽Ψθを中心に一―
伊勢 晃
I
19世紀末から第一次世界大戦終結までの期間は,ミシェル・デコーダンが名
付けたとおり「象徴主義的価値の危機」(1)から,キュビスムや未来派,ダダイス
ムを経てシュルレアリスムに至るという,フランス文学・美術史上における激
動の時代であった.数々 の 「主義」が生まれ,新しい芸術が抽象的に理論化さ
れる過程において,文学と美術は融合の度合いを深め,その垣根を超越したと
ころで今までにない文芸・芸術思潮が構築されることになった.ギヨーム・ア
ポリネールのいう「エスプリ・ヌーヴォー」は当時の時代精神を如実に反映した
ものであり,彼自身がこの精神の実践者として,エポック・メーキングとなる
ような詩,小説,戯曲,美術評論などを数多く残 した.また,若い無名の芸術
家や群小詩人などと交流し,新しい芸術運動の組織化も試みている。しかし,
これは流派といつたイデオロギーに支配されるものを築きあげるのではなく,
それぞれが独自の新しい形を追求する集団を統括する,といつたものである.
このような態度は, しばしば折衷主義として批判される。)が,これが不当な判
断であることは,詩人自身が 1909年に行つた講演Z“Pθυたsグa"γ〃 '乃γJの内
容から理角年できよう.
1lS(=les jeunes thёlёnlites)se rapprOchёent d'un grOupe qui a la vёrit6 n'a pas
d'histoire sociale, mais dont les membres avaient tous cherchёchacun selon leur
individualitё propre a concilier avec unc haute culture l'esprit le plus novateur. Ces
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quelques poёtes s'ёtaient trouvёs rёunis un peu avant l'adorable aventure de l'Abbaye
dans une revue dont le titre indiquait a la fois modestie ct l'ambition de ceux qui y
ёcrivaiento Cette revue s'est appelёe Zθ Fgs′J“グEsθρθ。(3)
これまで,この「新しさ」の内実を明らかにするために,詩,散文作品や美術
評論などを主な対象として,様々 な角度から研究が行われてきた.しかし,ア
ポリネールの文芸批評家としての活動に関する研究は,これまでほぼ手つかず
の状態であり,その文学評論がまとまった形で提示されることさえなされてい
ない“
)。 上述したとおり,フランスのベル・エポック期における文学・芸術界
は,相互に交流を深めた時期であり,当時のフランスの文学,芸術事象を理解
するためには,文学,芸術の両面から研究を推進 しなければならない.
本論文では,アポリネールの文学批評に着目し,20世紀フランスの前衛芸術
運動が組織化される過程の一端を明らかにすることを目的としている。
この研究を開始するにあたり,今回は 1903年にアポリネールが友人達ととも
に初めて創刊した雑誌 Lθ長期j″ グ'島″θに焦点をあてて,アポリネールの活動
初期における雑誌に対する姿勢と雑誌の持つ特徴と意味について考察する。こ
の理由は,アポリネールが,雑誌の重要性を認識 しい),文学批評を主にこのメ
ディアを通じて発表したという事実があるとともに,執筆者の特徴を知ること
が,当時の文学・芸術界の動向を理解することにつながると考えられるからで
ある.まず,Zθ Fcs′Jη グ:訥
"θ
の雑誌としての構成を概観 したあと,その内容
と特徴について考察する。そして最後に,この雑誌が持つ意味とその展開につ
いて明らかにしたい。
II
Zθル s′J″ノ:勇ηθは,1903年H月にアポリネールが編集長となって創刊され
た月刊誌であり,1904年8月まで全9号が発行されている“
)。 主な執筆者は,
アポリネールの他に,アンドレ・サルモン,アルフレッド・ジャリ,ジョン=
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アン トワーヌ・ ノー, トゥサン・ リュカ,フィリップ・スーポー らであり,す
でに名の知れた文学者 とまだ若い無名の作家がひとつの雑誌のなかで共存 して
いたσ).金銭的な問題から,装丁は粗雑なものであ り,また印刷所を変更する
たびごとに文字の装飾なども変化 し,雑誌全体 としての統一感に欠ける。
創刊号の第 1ペー ジでは,雑誌の目的が明確に語 られてお り,当初は文芸雑
誌 とい う方向性をはつきりと打ち出していたことがわかる。
Lθ Fgs′J刀グ'Esορθ publira des oeuvres,en tous genres,des littёratures d'imagination
et d'idёes./N'ёtant l'organe d'aucune ёcole,il sera sculement soucieux de rnёriter,par
l'ёquitё de critique et la qualitё des∝uvres qui le composeront, son sous titre de
《Revue des Belles Lcttres〉〉.¢θ FθS′Jκグ'Esqフθ No.19 novembre 1903)
〈Revue des Belles Lettres〉〉とい うサブタイ トルが示 しているように,この雑誌は
文学作品や批評記事を中心とした構成になることが意図されていること,そし
て,いかなる流派にも属 さないことなどが表明されている。アポ リネール 自身
は,〈〈Notes du mois》とい う記事を第2号から毎回掲載するとともに,散文作品
や詩作品を発表 している.創刊号では処女短篇集 二:彫rぉjαηνθ θ′ず に所収 さ
れ る短篇 《Qu'vlov'?メ粉が巻 頭 作 品 を飾 り,また初 期 の代 表 作 で あ る
Z τκεttακた
"rρ
θνrrおSα″ が第 5号から最終号まで連載 される。
雑誌Zτ夕r"びθ
“
の 1903年11月14日号のコラム〈Nouvelles et communications
diverses〉〉では,Zθ長期J″ グ1酌
"θ
創刊号についての記事が掲載 され,その成功
が語 られている .
Le premier numёro se prёsente bieno Outre une curieuse nouvellc intitulёe O笏りあソθ2
de M.Apollinaire,on y trouve de trёs beaux vers de deux poёt s nouveaux,MM.Andrё
Salinon et Nicolas Deniker.
Esp社oュs que la revuc iustiflera touiours de son titre ct que chaque numёro era un
vёritable festin ot on servira aux lecteurs le vin fln de la bonne poёsic et les lnets
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savoureux de la belle prose.oτ″
"び
θ
“
,No.102.下線は引用者)
草稿の発見によってθ),これはアポ リネールが執筆 したものであることが確実
となっている.アポ リネールは二θ Fgs′J″ グ:訥ηθの文学雑誌 としての発展を望
むとともに,新しい詩人の作品発表の場 としての雑誌 とい う役割についても意
識 していたと考えられる。雑誌に対するこのような考え方は,И′εθοたの詩人が
編集長を務めた雑誌 Lcs ttjrどθsルPαr,sやピエール・ル ヴェルディの雑誌
MttD―Sこの 創刊号の最初の記事で彼が打ち出した方向性 と同様であり,新興芸
術のプロモーターであろうとするアポリネールの姿勢がすでにこの時期に見 ら
れるのである(10。 しか し,彼の文学雑誌に対する理想は実現 されない。後年発
見された,短篇 〈くLe Roilune〉〉の草稿裏面には,アポ リネール 自身の手で以下
のような文章が記 されている(11)。
〈くPrier d'insёrer〉pour ttθ fls′J“グ'Esqρθ.
Les personnes qui veulent etre au courant de la littёrature lisent Zθ Fcs′J″グEsορθ
dont la pressc europёenne a vantё les lnёrites,et qui,sous la direction dc M.Guillaume
Apollinaire,paratt mensuellement a Paris,23 rlle de Naples.(.…)
Zθ Fgs′′κグEsqρθ des travaux d'imagination et d'idёes des prosateurs fran9ais les
plus neufs.Il donne aussi des traductions des lneillcurs auteurs ёtranger .
Zθ Fesガ″グEsορθ publie des poёm  de poёtes trёs personnels qui se sont rёvё16
aprёs la publication du rapport de M.Mendёs sur la poёsie fran9aise au 19e siёcle.
Des notes du rnois tiendront les lecteurs au courant de faits littёrai es ou a tres qui
ont ёchappё a l'aiention desjoumaux quotidiens.
De succinctes notices politiques,ёconon ques ou sociales de M.Renё Dardenne
achёvent de faire du Fcs′J″グEsθρθ la revue la plus intёres ante.
Zθ Fes′Jη グEsθρθ ouVert a toute nouveautё, a li de tout progrёs, est par
excellence la revue du XXe siёcle。
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後にアポリネールと共同で編集者を務めることになるルネ・ダルデンヌの短評
について論じられていることから,この草稿は短評連載が始まった第4号(1904
年 2月)発行の前後に書かれたものであると推測される(り).この草稿には,先
に見た創刊号の文章が逐語的に引用されているが,われわれが注目したいこと
は,この雑誌の対象が文学に関わるものだけではなく,政治,経済,社会など
の事象にまで拡張されていることである。実際,第4号と第5号では,ルネ・
ダルデンヌの短評以外にも,〈 Enquete sur l'Orchestte〉〉という音楽家にあてたア
ンケー ト記事が掲載される。これは4つの質問からなるアンケー トであるが,
最後の一問 <QuellC a ёtё l'iniuence de l'orchestte sur la littёra ure?>のみが文学
を対象としたものである。また,寄せられた回答を見る限り,量的にも質的に
も正確に回答している者がおらず,この問いの立て方自体,的確さを欠いてお
り。助,文学雑誌ということで形式的に加えられたように考えられる。これらの
記事以外にも,選挙投票を扱った文章や,外科医に関する経済記事など,文学
に関係 しないテーマのものが掲載されるようになり,Zθ長期′
“
グ挽
"θ
は ,
《Revue des Belles Lcttres》としての枠組みを逸脱 し,徐々 に創刊当初と性格を異
にするものになつていく(14)。そして,第2号からの値下げや広告の掲載などの
努力にも関わらず,この雑誌は第9号で幕を閉じることになる。
III
Zθ Fcs′jηグ踊
"θ
は,文学雑誌という当初の目的とは異なった様相を呈する
ようになるのであるが,雑誌の要である文学作品においても様々な問題を抱え
ている.これには,作品の長短,印刷, レイアウトの問題といつた外見上のも
のから,ジャンルの偏 りや内容,形式の新旧の不均質さなど,新しい文学雑誌
の本質に関わることまで含まれる。
外見上の問題としては,ほとんどのページが二段組みであるために,特に詩
作品に影響がみられる.例えば創刊号にはアポリネールの詩〈L'Adieu〉〉とくLc
Retour〉〉が掲載される。二篇の詩はともに,長篇詩 Zα αグの一部を8音綴 5行
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詩として独立させた短詩である(l‐51.これらの詩はジャン・ ド・グルモンの長編
文学評論〈Nietzsche a Sorente〉〉の最終ページ最下段に,上段との行間なく,横
並びで配置されているために,詩としての独立性が保たれていない。また, 1
ページに収めようとするがあまり,行またぎが頻繁に起きている。44篇という
多くの詩作品が掲載されている雑誌としては,印刷 ミスも含め作品の扱いが杜
撰であり,句読点の廃止やカリグラム詩へと向かう詩人アポリネールの像とは
結びつきがたい。
詩の形式や内容に関しても,ピエール・ケゼルグが指摘するとおり(10,象徴
主義以前の伝統へと逆行するものから,象徴派や高踏派の遺産を拒否し,詩の
刷新を目指す作品までが掲載され,雑誌としての統一感が欠如している。アポ
リネールが発表 した詩作品は,〈〈L'Adieu〉〉,〈くLe Retour〉〉,〈〈PaSSion〉〉,〈〈La
Synagoguc〉),〈Les Femmes〉〉,〈〈La Loreley〉〉,〈 Schinderhannes〉〉の7篇であるが ,
そのほとんどが後に第一詩集 Иたθθお に採録されるものである(l⊃.ミシェル 0
デコーダンが述べているとおり(1め,会話詩〈くLes Femmes〉〉は,高踏派詩の伝統
に則つた手法が用いられ,今では忘去,された高踏派の叙情詩人ガブリエル・ヴ
ィケールの詩《A h mer〉〉に類似するものである。またこの詩を含めて後半の4
篇は詩集И′θοθたの中でライン詩篇としてまとめられているように,ドイツでの
滞在を詠つた伝統的な方法で書かれた詩であり,《Zone〉〉や〈La Chanson du
Md―aimё〉のような革新性はない。
このようにZθ Fgs′J″ グ:島″θは詩というジャンルに限つてみれば, 日新しい
要素を含んでいるとは言い難い。しかしながら,文学批評と小説は,優れたも
のが発表されている。文学批評では,ジェラール・ウルデックのく〈L'Hёrorsme〉〉,
ジャン・ ド・グルモンのく〈Nietzsche a Sorrente〉〉,エドモン・ブランゲルノンの
〈Le Catholicisme de Baudelaire〉),ジャン 。セーヴのく〈La Lёgende de Lёrins〉〉など
本格的な批評が多くの紙面を使つて掲載されている。アポリネールは論文の形
式での評論を発表していないが,毎月《Notes du mois〉〉を執筆し,最新の文学事
情を幅広く伝え,論評を加えている。第4号では,象徴派詩人について次のよ
うに辛辣なコメントを展開している。
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Les symbolistes qui ёcrivent leurs lnёmoires se R,licitent d'avoir sumontё plus de
difflcultёs qu'Hercule n'accolmplit de travaux.IIs ttoutent gёnё lelment quc tout est
rose dans la vie desjeunes ёcr市ains cOntemporains.Ces symbolistes parlent comme ce
v6rolё qui,aprёs sa guёrison,prёtendait que la maladie n'existait plus parce qu'il ёtai
dёsolllais prёseⅣё de l'infection.¢θ Fcs′J“グ
`EscPθ
 No。4,novembre 1904)
同時代の様々な雑誌記事や著作についても配慮を怠らず,毎回意見を交えなが
ら紹介し,時代の思潮だけではなく,その中での自分たちの立場を確認しょう
とする意志がうかがえる。
短篇ノjヽ説く〈Qu'V10V'?〉〉とZτ″εttα″θγr′θttrrおSα″′には,新しい文学の形式を追
求するアポリネールの特徴が随所に見られる。すでにわれわれは〈Qu'V10V'?〉〉
の文体から見た革新性について考察し,詩人の考えるエスプリ・ヌーヴォーが
すでにこの短篇に現れていることを明らかにした(19)。 また,Z`E“εttαれたνr
′θνrrおSα″′については,ジャン・ビュルゴスの詳細な注釈・研究書2のをはじめ,
多くの研究者が論じているとおり,アポリネールの傑作のひとつであり,アン
ドレ・ブル トンもそのことを認めている(21).z IEκεttακたνr′θγrrおSα
“
′は,第5
号から最終号まで 4回にわたって連載されたことからも明らかなように,Zθ Fgs′j″
グ挽″θにおけるアポリネールの中心的作品であり,この文学雑誌に対する詩人の意
志表明であると言えるのではないだろうか.しかし,前述したとおり,Zθ Fcs′J″
グ挽ηθは実際にはアポリネールの理想とする雑誌となることはなかったのである。
IV
以上のように,雑誌 Zθ長期J“ グ1酌
"θ
は文学雑誌として創刊されたが,最終
的にはその特徴が薄れ,総花的で指針を失 うようになる.また,誌面の体裁も
問題が多く,作品の読解にも影響を与えかねないものであった。しかし,アポ
リネールは新しい芸術の旗手として,当初の目的を達成するよう尽力しながら,
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自分にとつて新しい分野の散文作品を執筆することに精力を傾け,エスプリ。
ヌーヴオーの萌芽とも言える作品を残している。このことは,様々 な講演会や
文学評論でこの雑誌について語つていることから容易に推測される。
アポリネールの文学者としての第一歩といえる時期を築いた雑誌 Zθ FgS′ブ″
グ挽
"θ
は,その果実として彼に多くの仲間を与えた。これに続いてアポリネ
ールが編集長を務めた雑誌 Zα RθッタθJ″″θ″′お′cには,Zθ長期J″グ'訥″θの協力
者の多くが参加 し,Zθ晨新J“ グ挽
"θ
の文学誌としての再起を図ろうとした。
特にアンドレ・サルモンとの協力,友好関係は終生続くことになる。このよう
な意味では,Zθ Fgs′J“ グ狙均"は
,二十世紀前半の文学思潮の地図を塗り替え
る下地を整えたと言 うことができるであろう。
レ Fgs′jκグ'Esqフθ廃:干J後,雑誌 Zα Rθッタθj“
“
0″′おreは19o5年4月に倉J干Jされ
たが,第2号からはタイ トルをZω ttθ′r"脆ル
“
へと変更され,詩人の手を
離れる。しかし,この 1号で終刊した雑誌に,アポリネールは記念碑的な論文
《Picasso,peintre et desdnateur》を発表する。そして以後は美術評論家としての
活動が著しく増加 し,文学界と美術界との交流を積極的に推進するようになる。
Zα Rθソタθj″
“
0″′お′θとアポリネールの批評活動の変化については,稿を改めて
論じたい。
使用テクス ト
ニθ flθs′加グEs9ρθ《Rθツ″θ des Bθ〃θs ια″θs″Au“びrοs f a 9,Noνθ
“
brθノ9θ3a∠ο′′ノ9θィ;
reprint chez Slatkine RepHnts,1971.
αγッ″θs θ″ρハοSθ θο型ダa′ωムGallimard(BibliOthёque de la Plёiade),1977.ごr,の
αタッrθs θη′ハοSθ
`ο
η Ja′ω ttζ Gallimard(BibliOthёque de la Plёiade),1991.Cr,0
Michel Dёcaudin,んα Cレおθグθsソα′θ夕浴 I″ηbο′おたs―ッJ′g′ α″s(売′οどsj`ノ仇7″fαおθ,
f∂9イー f9ノイ,Privat,Toulouse,1960;rcρrj″′chez Slatkine en 1981.
Laurence Campa,々ο〃j′αjrθ CrJ′9夕θ′′〃び″α′rθ,Honorё Champion,2002,pp.39-40。
?
?
?
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(3)Pr,=,p.914.
(4)アポリネールの本格的な学術的研究は 1950年代に始まり,以来,主に詩作品研究
を軸に展開してきた。こうした草創期にあつて注目すべき研究は,上掲のミシェ
ル・デコーダンの著書があるが,アポリネールを直接の分析対象とはしていない。
アポリネールの本格的な文学批評研究としてはロランス0カンパの上掲研究書が存
在する唯一のものである。しかしながら,この博士論文において,対象とされてい
るテキストは限定的であり,すべての評論を網羅するものではない。また評論中で
言及される人名やその活動に関する情報も不十分である。文学評論すべてに関する
実証的調査は行われておらず,今後アポリネール研究において達成されねばならな
い課題となつている。
(5)講演五α」賜滅%r″οツνθJJaにおいて,雑誌の果たすべき役割を強調している。P為二,
pp.893-894.
(6)1904年5月号は発行されていない。
(7)アルフレッド・ジャリは,1896年のZθ
“
′働"上演で
パリに一大センセーションを
巻き起こしていた。また,ジョン=アントワーヌ・ノーは,1903年に小説比κιθ刀″θ
“
Jθ
(Editions de la Plume)で第一回ゴンクール賞を受賞している。ゴンクール賞の決定は
12月21日のことであり,アポリネールは二θ展短J″グlEsηθ第3号(1904年1月)
の記事くNotes du mois〉〉でこのことを報告するとともに,パリの新聞数紙がジョン=
アントワーヌ・ノーの名前と受賞作品名を間違えていることを指摘している。アン
ドレ0サルモンやフィリップ・スーポーは当時まったく世に知られていなかった。
しかし,アルベール・ビロの雑誌SICに寄稿するようになり,後にキュビスム,ダ
ダイスム,シュルレアリスムなどで活躍したことはいうまでもない。拙稿「アポリ
ネールと雑誌 SIC」『年報フランス研究』35関西学院大学フランス学会 2001,
pp.33-46彦月ヽ蛋.
(8)処女短篇作品集Z ttrぉηη
"θ`′
び に収録された際には,《QuC V10-ve?》というタイ
トルになっているが,本稿では,二θ展剰J“グ挽ηιに掲載された時の表記を採用す
る。
(9)ジヤツク・ドウー セ図書館に保存されているタイプ原稿。この原稿の以下の部分は,
引用した Zτ″
"ι
θηの記事の前半部と一致している。 〈く Lc FESTIN D!ESOPE
cssayera de rёunir a sa table ronde les ёcr市ains les plus remarquables des jeunes
g6nёrations et de celles qui les ont prёcёd6es。 〉. 〈く ManuScrits et documents a la
Biblioth6que nationale JACQUET〉〉,Texte ёabli par Christine Jacquet,2"θ/JO―И32S6rie 
アポリネールと文学批評 (1)
No 12 octobre‐dёcembre 1984,pp.3-12。この草稿が発見される以前に,ピエール・ケ
ゼルグは Lτ夕r"ιθηの記事がアポリネールの手になるものであろうという推測を
している。Pierre Caizergues,ηocJ′。,p.172.
(10)これらの雑誌については,拙稿「アポリネールと雑誌MttD―乱D」『年報フランス研
究』34 関西学院大学フランス学会 2000,pp.1‐Hおよびく〈二ω ttJrιω ル fbrお
conllne lieu de nlise en scёne d l'invention aponina五en e 〉 E′夕desル んα′gッθ θ′
Zj′び″″″
`Frarfα
お678日本フランス語フランス文学会 白水社 2001,pp.158-173
を参照。
(H)PiCrrc caizergues 4ワο〃′″α′″夕″
“
α′お′θ,Lcttres modemes Minard,1981,p.173より弓1用.
(12)この草稿では,発行場所が 23 rtle dc NapLsとなっているが,これは第3号のみのこ
とであって,第4号からは 37 rlle d'Alsaceに変更されている。このことから判断す
ると,この草稿が書かれたのはすでにルネ・ダルデンヌの原稿が提出されている第
4号の発行直前である可能性が高いのではないだろうか。
(13)アポリネールはマ ドレーヌに宛てた 1915年8月3日付の手紙で,このアンケー ト
について触れてお り,自分が音楽に関して無知であることを打ち明けている。
く(…。)Je di五geais alors une revue qucj'avais fondёet qui est rarissime:ι`Fgs′
j′グIEbqρθ。
J'avais fait une enquete sur le dёveloppement de l'orchestre dans ia musique modeme,
enquete a laquene il(=Romain Ronand)envoya une longue rёponse qucj'ai publi“.
Sans doute est―iltrёs qualiiё pour ce qui regarde la musiquc a laquclle pour ma partje ne
connais Hen。〉(Guillaume Apollinaire Lθ′rω aル麟dθ′θJ″θ,ёdition revuc et augmentё
par Laurence Campa,Gallimard,2005,p.105。)
(14)第6号からはアポリネールとルネ・ダルデンヌの二人が編集者となっている。
(15)くくL'Adicu》,〈くLc Retour〉〉については,Michel Dёcaudin ttθDοssJθ″〆《/たοοJs″Droz
1996,pp.139および pp。199-200を参照 .
(16)Pierre caizergues,υ.cj′。,pp.176‐177.
(17)いずれもИたοοお採録時には,加筆修正が行われている。またくLe Retour〉〉は,くくLa
Dame〉〉へとタイ トルが変更される。くPassion〉〉のみ,アポリネールの死後 1952年に,
詩集 二θG“θ′θν″
“
ごル″εο′Jg"θに収録されることになる。ローランス・カンパは,前
掲書で,ι`
Fgs′
J′グ挽ηθに発表された詩のなかにくPassion〉〉を入れていない。
(18)Michel Dёcaudin,,(η.cj′。,pp.194‐195。
(19)拙稿「異界創造の技法からみたアポリネールの文体」『文体論研究』45,日本文体論学
会 1999,pp.38-47.
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(20)Guillaume Apollinaire L iE“θ力α″θ夕r′θ
"rrliSSα
″′,ёdition ёtablie,prёsentёc et annotёe par
Jean]3urgos,Lcttres Modemes Minard,1972.
(21)Pろ二,p.1067.
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